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萬
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見
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得
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問
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れ
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中
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率
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先
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の
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文
に
於
い
て
明
か
に
し
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置
い
た
や
う
に
、
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間
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左
程
の
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ら
れ
得
尨
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即
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況
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け
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れ
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；
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つ
て
¥
を
追
つ
て
‘

勞
働
'Ft
?

罾
で
は
勞
働
カ
の
供
給
が
需
要
に對
し
て

漸

次

强

勢

と

.な

技

つ

V

あ
つ
た
と
考
.へら
れ
る
。，
そ
れ
^
に
犬 

,
.
M中
：

E

比
較
し
て
、'-
'
.次
戰
後
忙
於̂

て
^

こ
：
の

勞

働

办

供

給

の

舦

態

が

_.フ

現

'
を
抑
制
す
る
作
用
を
持
つ
て
ゐ
た
と
考
へ
て
い
'

\

し

か

し

大

，
正

十

二

年

に

至

る

ま

.で

は

、
：
：と
.の
.栘
動
抑
制
作
用
，は
朱
於
左
程
犬
で
は.. 

な
く
、
且
つ
ま
た
吾
國
の
經
濟
界d:
-
大
正
十
年
以
後
、
外
觀
上
は
必
ず
，

•し
も
不
況
の.狀
態
を
示
し
て
は
ゐ
な
か
つ
た
の
で
あ
り
、
大
戰 

■中
の
好
況
期
の
經
驗
も
未
だ
生
新
し
い
V-
,と
で
も
あ
ク
て
、-
こ
れ
等
の
：事
情
が
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合
し
て
、
少
ぐ
と
も
大
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で
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動
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を

減

少

せ

，し

め

な

か

つ

龙

と

見

ら

れ

ゅ

し

な

>

だ
ら
5

か
0'

そ
し
て
大
正
士
ー.年
以
後
に
至
つ
て
初
め
て
、
胤
剩
人
口
の
鹏
追
に
依
る 

勞
働
移
動
の
抑
制
が
、
假
呤
產
業
界
に
不
況
の
深
刻
な
相
貌
が
引
き
續
い
て
現
は
れ
：て
ゐ
な
い
に
し
て
も
、
漸
次
表
面
虻
現
は
れ
て
來 

.
て
ゐ
'る
と
考
べ
ら
れ
は
し
な
い
だ
ら
う
か
。
若
し
.こ
の
や
う
な
推
測
が
許
さ
机
る•と
す
れ
ぼ
、
前
節
に
私
が
引
用
し
て
遛
い
知
T
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.
，̂
學
者
の
覓
解
ヤ
：あ

今1

:*

の
義
何
尤
從
？
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移
動
瘦
絕

稍
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不
適
合
で
あ
る
。
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し
•て
吾
國
の
場
合
に
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、
景
氣
の
如
何
と
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ふ
，よ
り
は
寧
ろ
、
ス
リ
ヒ
ク
ー
が
一
部
分
こ
れ
を
指
摘
し
て
ゐ
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認
め
ら
れ
る
方
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•

よ
り
適
當
で
あ
る
ぜ
あ
ら
う
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■

更
.ち
に
鑛
山
|
勞
働
者「

の
場
合
に
も
、
大
戰
後
の
移
動
李
の
傾
向
は
、
大
體
エ
業
勞
働
者
の
，場
合
に

.等
し
い
と
い
つ
て
い〜

し
か
し 

こ
の
.
.や
う
に
見
る
た
め
に
は*
尙
ほ
若
于
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
で
あ
ら
う
。

第
1

に
、
.
大
正
十
年
か
ら
同
十
ニ
年
に
向
つ
て
、
移
動
率
が
漸
增
し
て
ゐ
る
が
、
.
こ

れ

に

就

い

て

は

大

正
+-
年

の

移

動

率
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し
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找
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を
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: ®
^

:
勞

働

者
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に
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十
一
一
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^

:

つ
て
急
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減
ず
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；が
普
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り

、
從
つ
て
右
の
解
® ;

者
數
Q

«

定
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當
然
實
際
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.解
！̂

に
及
ば
な
い
と
考
へ
.て
い
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如
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.で
あ
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i
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從
つ
て
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正
十
年
の
移
動
率
は
實
際
上
は
決
し
て
大
正 
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十
一
年
の
そ
机
に
劣
づ
て
ゐ
る
と
は
速
斷
出
來
な
ぃ
。
更
ら
、に
太
正
十
年
か
ら
十
二
年
の
移
動
率
は
、
先
き
に
も
：

一

言
注
意
し
て
置
い
‘

.
た
や
ぅ
に
"
，實
際
の
調
查
範
圍
が
明
確
で
は
な
く
.、.
'且
つ
こ
の
た
め
に
幾
分
過
小
に
fi
t

篤
さ
れ
て
ゐ
る
.と
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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.第
二
に
、
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山
努
働
者
の
大
戰
中
に
於
，け
る
移
動
’率
が
凡
そ
ど
の
程
€

ぬ
，ぁ
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た
か
を
知
る
こ
ど
が
、
戰
後
.の
年
移
動
率
の
推
移
と 

の
比
較
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於
い
て
藝
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ぁ
る
?'
0

し
か
し
こ
g

f

明
か
I

し
め
I

め
の
I

的
な
統
計
は
な
い
。
其
處
で
I

部
分
的
な
統
計 

-

で
不
滿
足
で
は
耖
る
.が
"

北
海
道
各
炭
礦
に
於
け
.る
勞
働
移
動
の
推
移
を
大
戰
中
•の
も
の
と
、
昭
和
の
初
め
數
年
の
も
の
に
就
い
て
見 

る
と
、
.次
ぎ
.の
如
く
で
?>
る
6
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こ
の
第
五
.表
は
^

3

|

者
中
の
僅
か
にJ

 

.部
分
の
も
め
、
S

M

P

^に
過
ぎ
な
い
o 

L

し
.か
も
鑛
山
勞g

者
中
、
移
動
率
の
最 

も
大
な
る
も
の
が
"

炭
礦
勞
働
者
で
あ
る
：

一

從
‘つ
て
と
れ
欠
以
つ
て
直
.ち
に
全
般
を
推
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
し
か
し
此
處
に
現 

吾
幽
エ
、
鑛
業
勞
働
者
の
•勞
俲
移
動
.の
_硏
究 

，
 

' 

I

七

(

九
pi

九〕

•
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'

语
鑛
廣
勞
働
者
の
勞
働
移
動
の
餅
究\ 
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六
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：

(

九
四O

 

- 

を
減
少
せ
し
め.な
か
っ
た
と
見
ら
れ
は‘し
な
い
.だ
ら
5

か

そ

し
.
て
大
正
±*

一
年
以
後
に
至
っ
て
初
め
て
、
過
剩
人
ロ
の
壓
迨
に
改
る 

熒
働
移
動
の
抑
淛
が
、
假
令
跑
業
界
に
不
況
の
.深
刻
な
相
貌
が
別
，き
續
い
て
現
は
れ
て
ゐ
な
い
に
し
て
も
、
漸
次
表
面
、に
現
は
れ
て
來 

•
て
ゐ
る
と
考
へ
，ら
れ
は
し
な
い
龙
ら
う
か
。
若
し
こ
の
や
う
氙
推
測
が
許
さ
仉
る
と
す
れ
ば
、
前
節
に
私
が
引
用
し
て
遣
い

^:
ア
メ
リ 

.力
學「

者
の
見
解
で
あ
る*
景
第
の
咖
何
に
從
っ‘て
移
動
率
が
相
當
に
動
く
とW

ふ
斷
定
は
、
吾
國
の
場
合
に
：

g

餘
ヶ
忙
單
純
で
あ
っ
て
、 

稍
ネ
不
適
合
で
あ
る
れ
そ
し
て
吾
國
の
場
合
に
は
、
景
氣
の
如
何
と
い
ふ

.よ
り
は
寧
ろ
、
' 

ス
リ
ヒ
.ク
ー
が4

:

部
分
こ
れ
を
指
摘
し
て
ゐ

....

ニ

ン
-..
V
V
.

- 

.

.

.

.
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へ
、
.
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•.

傷

^

■

働f

礙
p.

狱
邋
如
f

摩

働

移

雜

め

失

小
_

梦
間
；の

關

聯

龙

■

汰

醫

認
め
ら
れ
る
方
が
、
よ
り
適
當
で
あ
る
'
で
あ
ら
う
。

_

、

，

I 

;史
ち
に
鑛
功
努
榍
黄
の
場
合
に
も
、
大
戰
後G

：

移
動
率
の
傾
商
は
、
.
大
體
エ
’業
勞
働
者
の
場
合
祀
等
し
い
と
い
っ
て
い
1

。
し
か
し 

こ
の
や
う
に
見
る
た
め
に
狨
-

尙
ほ
若
干
‘
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
で
あ
ら
う
。

, *

第
，

一

に
、
大
正
千
年
か
ら
同
士
罕
岛
？

、
移

肇

I
增
し
て
ゐ
る
が
、
V
れ
に
就
い
て
は
大
正
千
年
の
移
動
率
が
少
し
く 

_
少
：に
：裏
さ
れ
丈
：ゐ
各
.上
^
を
、：̂

疆̂

す

；る
必
要
：

亦
：#

噫 

勞
働
雾
計
を
四
倍
し
て
：、
：.：同
年
中
0解
憂
働
者
數

見̂
做
レ
た
の
^
あ
る
：が
3

秋C

九
月
或
は
十
月)

に
最
高
に
.廣
し
、
.
十一

月
及
び
十
二
月
^

Z
.

っ
て
急
に
.減
ず
.
る
か
於
普
通
で
.
あ
り
、
、從
っ
て
右
の
解
雇
背
數
の
推 

定
は
當
然
覽
際
の
解
雇
數
に
及
ば
な
い
哒
考
へ
て
い
>

^ -

ら
で
あ
る
8

三)

。
從
っ
て
大
正
十
年
の
移
動
率
は
實
際
上
は
決
し
て
大
正 

十
一
.

年
の
そ
取
に
•劣
づ
.て
ゐ
る
と
は
速
斷
出
來
激
い
。
吏
ら
.
に
大
正
十
年
か
ら
、士
一
年
の
移
動
率
は
、
先
き
に
も
：一
言
注
意
し
て
置
v '

た
や
ぅ
に
、
實
際
の
調
查
範
圍
が
明
確
で
は
な
く
、.
.
-且
つ
こ
の
た
め
に
幾
分
過
小
に
計
算
さ
れ
て
ゐ
る
.と
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。

• 

第
一
一
に
、
辦
山
勞
働
者
の
大
戰
中
に
於
け
る
移
動
，率
が
凡
そ
.ど
の
程
度
で
ぁ
つ
^ ;
か
を
知
る
.こ
ど
が
、
戰
後
.の
年
潜
動
率
の
推
移
.と 

の
比
較
に
，於
い
て
重
要
で
ぁ
る
。
し
■か
し
こ
の
點
を
明
か
な
ら
し
.め
る
た
め
の
全
般
的
な
統
訐
は
な
い
。
其
處
で#

1

だ
部
分
的
な
統
計 

で
不
滿
足
で
は
耖
る
が"

北

海

道
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礦

に

於

け

.る
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働

移

動
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を

大

戰

中
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と
、
昭
和
の
初
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數
年
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も
の
に
就
い
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と
、
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ぎ

.
の

如

く

で
あ
る
'
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1
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こ
れ
.を
以
つ
て
直
ち
に
全
般
を
推
す
こ
と
は
出
來
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い
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齊
國H
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鑛
擞
斧
樹
省
の
勞
傲
移
動
の
讲
I
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二

八

(

九
3£
0)

 

•

は
れ
て
ゐ
る
大
戰
中
の
糝
動
燁
と
大
戰
後
の
移
動
率
の
相
露
は
、
確
か
に

.

】

般
的
な
傾
向
を
明
瞭
に
示
レ
て
が
る'と
，い
っ
.
y
v>
M

で
あ

ら
う
o 

ノ 

- •

' 

,
• 

, 

’ 

■ 

. 

一

* 

' 

.
尙
ほ
こ
.
の
や
ぅ
な
犄
醑
な
例
は
別
と
し•て
、

ー
裉
に
少
く
と
も
好
況
期
乃
至
普
通
め
务
合
の
勞
働
移
動
率

.に
就
い
て
、
工
業
勞
働
界

•
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■
. J 
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■
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一
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-
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二
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.

. 
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■ 

.

.

と
鑛
山
勞
働
者
と
を
比
較
す
れ
ば
、
常
に
後
者
が
’相
當
.に
高
率
5:
-
示
す
9

が
普
通
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
既
に
こ
め
點
か
ら
觀
て
も
"

大

* 

敗
中
の
.鑛
山
勞
働
者
の
移
動
率
亦
相
當
に
大
き
か
っ
た
こ
と
が
推
測
せ
ら
れ
る
？

ii
:
®'

で
吾
.々

に
と
っ
て
は
、
鑛
山
勞
働
者
の
移
動
率 

•が
工
業
勞
働
者
の
移
動
率
に
餘
し
て
凡
そ
ど
れ
だ
け
位
霞
い
か
を
知

.る
こ
と
が
必
要
と
な
ぶ
。
今
假
り
に
第
三
敦
及
び
第
四
.表
、
並

に

，

I
.
. 

. 

. 

V 

- 

- 

•
 

.

.

. 

- 

■ 

- 

. 

•
 

- 

.

.

. 

、

，後

忆

示

す

第

六

表

に

從

っ

て

、

大

疋

十

年

似

後

支

那

事

變

開

始

•前
年
の
昭
和
十一

年
ま
で
の
、
十
七
年
間
に
於
け
るH

、

鑛
業
勞
働
者 

の
啤
移
動
率
め
差
^

就
.い
て
、
單
純
扠
平
，均
を
取
っ
て
見
る
と
、
そ
れ
は
こ
ハ
«.

七
％
と
な
名
0

更
ら
に
ま
た
各
年
に
於
け
る
鑛
山
勞
働 

者
の
移
動
率
が
、H

業
勞
儆
者
の
移
動
率
の
何
^

位
高
い
か
を
計
算
し
'、
右
の
十
七
年
間
に
於
け
る
そ
.の
‘平

均

に

就

い

て

見

る

と

"

そ 

れ
は
§

亍
六
多
と
»

る
。
即
ち
、
鑛
此
勞
働
#
.
の

移

動

率

は

工

業

勞

働

者

の

移

動

率

の

三

，分

の

•一

 

だ
け
大
•で
■あ
り
、
い
ひ
換
へ
れ
ば
兩 

,
者
ば
四
對
三
の
比
率
を
持
0

て
，ゐ

る

と

い

ふ

計

算

に

な

る

0
'尙
ほ
こ
れ
等
の
何
れ
の
計
箅
，に
し
て
も
、
此
處
に
次
ぎ
の
や
ぅ
な
こ
と
を 

考
へ
て
置
く
必
要
•が
あ
る
.
Q
.
,先
づ
右
の
計
傅
K

は
前
大
戰
中
の
や
ぅ
な
好
.況
期
、
，勞
働
ヵ
需
要
の
茜
だ
旺
盛
で
あ
っ
た
時
，代
が
除
外
さ 

れ
y

f

、

こ

れ

に

反

し

て

昭

和

六

、
；
七

年

の

不

I

の
移
動
率
が
考
I

ら
れ
て
ゐ
る
。
更
ら
に
エ
、
鑛
業
勞
働
者
の
I

率
の
差 

は
、
後
の
第
六
.表
■の
後
に
示
し
て
置
い
た
大
正
九
年
以
後
の
移
動
率
の
推
後
に
關
す
.る
圖
に
依
っ
て
觀
れ
ば
.、
昭
和
六
、
'
七
年
の
不
況
. 

期
、
、即
ち
"

勞
働
カ
需
要
‘の
最
も
縮
少
.さ
れ
た
時
代
.に
>

ェ
、

鑛

業

勞

働

者

の
.移
動
率
は
®

だ
接
近
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
前
後
の
.時
代
*

;
の
そ
れ
ょ
り
卞
勞
働
カ
需
要
の
强
い
時
代
に
'
は
、
大
體
兩
若
の
移
動
率.が
‘益
e

離
れ
て
ゐ
る
と
、い
ふ
傾
向
が
幾
分
か
窺
'は
れ
る
。
從
つ. 

て
こ
れ
等
の
點
加
ら
考
へ
れ
ば
、
前
火
前
中
に
は
兩
者
の
移
動
率
ぬ
.差
は

^

つ
と
大
き
か
つ
た
ら
う
と
も
推
測
せ
ら
i

る
が
、
そ
办
は 

兎
も
角
、
少
く
と̂

當
晚
の
そ
の
；差
が
私
が
右
に
計

S

し

た

も

の

ょ

り

，
は

小

さ

か

つ

た

と

考

ふ

べ

き

理

山

ば

見

出

，
麻

い

。
‘
從

づ

て

右 

.

の+

七
年
間
の
移
動
率
を_
礎
'と
す
る
訐
算
は
、
前
大
戰
期
に
於
け
る
エ
、
‘
鑛
業
勞
腠
者
の
移
動
率
の
差

|:

考
へ
、る
場
合
に
、
決
し.
‘て
'

-
.
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1 

た
.
-
-
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-
• 

- 

•
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•
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不
當
な
推
测
を
齎
ら
す!1
け
で
は
な
く
、
ま.た
寧
ろ
そ
れ
が
そ
の.差
の
最
.小
の
も
の
を
示
し
て
ゐ
る
と
い,0
て
.も
い
、
か
も
知
れ
な
い
。

,

\
 

，
ノ 

- 

• 

.

•其
處
で
右
の
や
う
な
推
測
に
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け
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或
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か
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と
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當
に
大
で
あ
り
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そ
し
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こ
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大
き
い
移
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率
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至
る
ま
で
、
漸
減
の
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ゐ
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見
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で
急
激
に
潜
肇
が
減
沙
し
、
昭
和

U

年
.以
後
は
”

•昭
和
六
年
を
例
外
と
し
て
、
略
々.五
〇
％
位
の
と
こ
ろ
で
淬
滯
せ
る
狀
態
を
承
し 

•、

て
.：ゐ
る
と
と
で
あ
る
。.そ
し
て
I

通
の
場
合
に
は
寧
ろ
常
に
、
鑛
山
勞
働
者
の
移
動
率
が
工
業
勞
働
苕
の
そ
れ
よ
り
も
大
で
あ
り
、
.且 
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そ
の
間
に
相
當
の
間
隔
の
、あ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
る
CO
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で
あ
る
が
、
昭
和
セ
年
に
•は

_
_

昭
和
六
年
は
；例
外
と
し
て
考
慮
外
杧
置 

くー

兩
者
の
移
動
率
が
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し
て
t

。
こ
れ
等
の
事
實
は
正
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
で
あ
ら
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。
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私
は
今
こ
れ
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事
情
‘を
明
確
に
說
明
す
べ
き
確
實
な
諸
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情
を
摘
出
す
る
の
に
、
些
か
困
難
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
‘が
、
そ
の
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曲
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つ
と
し
て
勞
働
力
の
需
給
關
係
を
指
摘
す
る
と
，と
が
出
來
る
だ
■ら
う
と
考
へ
る
。
卽
ち
、
鑛
山
勞
働
者
の
場
合
に
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年
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し
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ゐ
る
。
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て
こ
の
勞
働
力
の
需
要
の
減
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多
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及
り
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を
，
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に
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か
ら 
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^
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働
者
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を
，
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當
程
度
ま
で
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せ
し
め
て
ゐ
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と
い
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，事
實
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指
摘
し
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置
く
こ
と
ふ
か
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要
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あ
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節
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少
に
就
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て
は
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.
鑛
山
勞
傲
者
の
埸
合
に
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寧
ろ
■勞
働
力
需
要
，の
絕
體
的
減
少
が
、
そ
し
て
工
業
勞
働
者
の
場
合
に
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過
剰
人
口
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增
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此
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右
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工
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迫
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大
に
も
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ら
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、
昭
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一
年
.以
後
大
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滞
の
狀
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し
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と
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觀
れ
ば
、
此
處
に
X

業

勞

働

者

の

'移 

動
串
の
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限
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办
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
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し
か
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國
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働
者
の
移
軌
率
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最
低
限
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確
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す
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も
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少
し
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の
移
動
.率
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豫
め
考
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し
て
見
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必
要
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移
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率
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表
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鑛
山
澇
働
者
の
攥
合
に
は
*

昭
和
七
、
苹

に

そ

の

苹

移

動

率

が

最

偁

に

達

し

た

る

後

、

定

那

琪

變

の

開

始

に

至 

る
"ま

で

、-移

動

率

が

急

激

，に

上

界

レ

て

か

る

點

に

於

い

て

、
著

し

く

® ,
き
を
興
に
し
て
ゐ
る
'

そ
し
で
こ
の
こ
と
« •
-確
，か
に
吾
々
の
注 

;目
す
べ
.
き
、
.，ま

た

興

味

あ
..る

事

實

で..は

あ

る1
が
、.そ

れ
‘は

何

來.本

稿

以

後

办

陬

題
.と
し
て.淺

し

て

置.き

た

い

タ

，

.
：
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菩
國
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鉞

業

雪

者0

勞
働
移
動
？
研
究
' 

.
二

西

c

九
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社
會
局
統
計
課
編
、勞
■

計
要g

. 
;
kje
士

舉

刊

；
ニ
九
頁
參

照

，

. 

.

.

.

 

; 

' 

8

5
*

u

の
點
に
就
い
て
は
、
例
へ
ば
、
勞
働
統
訊
要
醫
於
け
る
各
年
の
產
業
別
職
で
數
に
關
す
る
統
訊
を
見
ょ
。 

、•

.
I
一一'
鑛
山
勞
働
者
の
解
痛
數
が
翁
に
於
い
て
特
に
著
し
く
供
減
す
る
こ
と
は
、
.一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る

と
こ
.
ろ
で
あ
つ
て
、
こ
の
點
に 

•
.
•
就
い
て
.は
、
■露
統

計

要

覽(

大
一
止
十111

年
刊
；
一、
一

一

三
丨
三
頁
、
及
び
.そ
の
後
の
昭
和I

版
勞
働
統
計
要
覺以
後
の
も
の
に
就•い
て
も
、
容 

易
に
，窺
ひ
得
义
と
ご
ろ
で
あ
る。

>

.

.(

註
四)

鑛
01
懇

談

會

編

日

本

鑛

業

發

達

史’下

卷(

昭
和
七
年
刊)

三
芄
5£—

三
5£
九
頁 

,
• 

(

璧

〕

部
分
的
な
統
計
で
は
あ
る
が
、
九
州
に
於
け
る
鑛
山
努
働
f

歡
動
率
の
變
化
を
、
參
考
の
た
め
に■輩
に

示

せ

ば

、
次
ぎ
の
如
く
で 

あ
る
。
即
ち
，
大
泥
十
年
は
九
•九
九
-
、
大
在
十
一
.年
は
を
六
.八
多
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
昭
和
ニ
年
は
七•〇
八
欲
、
同
三
年
は
六•

八
八》

☆ 

同E

年
は
六
•九
八

尝

あ

る

。
但
し
こ
の
移
動
率
は
總
て
平
均
月
移
動
率
で
あ
り
、
大
正
十
年
は
六
月
以
後
の
平
均
で
あ
る

(

日

本

讓

謹

:

 

.

.
史

ニ

ー

一

四

九

丨

證

f

r

こ
の
部
分
的
な
統
計
結
果
か
ら
も
大
渠
期
か
ら
昭
和
へ
か
け
て
.の
移
動
率
の
減
少

傾

向

のあ
る
、こ
と
が
知
らI

 

■ 

.街
る
。
倚
ほ
こ
れ
に
依
つ
て
私
は
、
本
文
中
第
四
表
を
幾
分
か
補
足
し
得
る
も
の
と
考
へ
た
い
。

/
. 

,

(

註
六)

私
は
此
處
に
麗
に
過
剩
人.ロ
の
匿

、
特
に
過
剰
人
口
の
現
業
■工

業

勞

馨

に

對
す
る
1

を
指
摘
し
た
け
れ
ど
も
、
同

時
d

 

:
: 

を
明
確
に
す
べ
き
謝
鑒
を_

し
な
か
，つ
た
。
，.そ
の
理
由
は
、
，こ.

i
國
の
人
口
f

に
就
い
て
は
旣
に
讓の
色
々
な
方
面
か
ら
の
研
1

.

.

.;:
r
 

も
-|
1

£

あ
る
.し
、
.
ま

た

瞀

身

の

麗
と
の
關
聯
に
⑩
い
て
は
、何

鼗

の

機

會
に
こ
l

g

論
し
た
い
と
考
へ
た
か
ら
に
外
な

t

、、

.

し
力
し
.
^處

で

1

般
の
馨
の
た
め
に
、
私
の
問
題
の
理
解
の
た
.め
に
極
く」

般
的
な
事
情
だ
け
；を
指
摘
し
て
>
廣
き
た
い
.と
思
ふ
0 

. 

'

先
づ
人
口
增
加
で
あ
る̂T

S

地
人
口
は
明
治
時S

筆

々
增
加
激
を
增
し
、

•

大
正
九
年
以
後
は
年
々
平
均
七
十f

苹

人

V

大

正

'.
r
 

十
W
年
以
後
昭
和
？

ま
で
は
九
十
四
簦
チ
入
の
樹
加
を
見
て
ゐ
る

S

間
海
造
著
日
本
の
人
口
と
經
濟
、
.八lg -

。
こ
の
P

々
の
A

、
. 

'入 

•培
加
に
對
し
て
I

業
に
於
け
る
八
ロ
吸
收
力
、
或
は
保
持
力
，

i

就
い
て
f

と
、
I

此
處
に
大
H
九

年

と

昭

和

五

年

の

羅

調

査

に

依

る

:

蛮
箭
或
は
喊
贫
別
人
ロ
み
叱
較
を
揭
ぐ
べ̂
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
雀
略
し
た
い0 

I
全
入
口
の
半
ば
に
近
い
.農
蝴
八
ロ
は
人
口
增
加
の
最 

-大
の
地
盤
で
あ
る
が"：普
國
.の
農
業
そ
れ
旧
體
は
生
君
领
濟
的.
ル
つ
技
術
的
理
'

S

か
ら
.、
•
旣
に
あ
り
餘
る
人
口
を
保
布
し
て
居
り
從
つ
て 

遜
へ
ず
、
農
村
か
ら
都
市
へ
人
口•が
流
出
し
續
け
.て
來
た
リ
特
に
前
大
戰
期.に
.は
ご
の
人
U
流
出U

拍
'堪
が
か
け
ら
れ
た#
い
つ
•て
い
、

そ 

し
て
こ
の
•こ
と
.は
そ
の
後
に
於
い
て
も
同
樣
か
あ
つ
て
、
從
つ
て
農
村
譜
八
ロ
の
僧
加
に
比
し

.て
、
.都
市
人
口
、
特

に

議

都

市

合

がょ 

り
急
速
に
1

し
て
.ゐ
る
。—

こ
の
點
に
關
す
る
統I

與

I

授
の
指
示
に
®
つ
て
，ー
應
準
備.し
て
見
た
の
，で
あ
る
が
ハ
此
處
に
省
略
す 

.る
こ
と
、
す
る
f

こ
れ
に
對
し
て
鑛
業
人
口
は
、
讓

ル

大

體

都

裏

業

で

は

な

い

が

、
大
正
九
部
以
後
潮
次
縮
少
し

S

り
：
都
市
產
業 

で
..あ
る
工
業
は
幾
分
か
宛そ
，の
必
要
勞
侧
カ
.を
增
加
し
て
他
ゐ'る
が
\
そ
れ
は
未
だ
部
々
の
人
口
墙
加
を
吸
收
す
る
に
充
分
で
は
な
、

そ
し 

.て
人
口
梢
加
の
最
も
大I

部
分
を
交
へ
て
f

の

篇

業

.で
あ
’る
。
、こ
の
商
業
人
忍
樹
加
に
對
し
、て
•

、
他

方

で

は
,

满
の
人
口
が
著
し 

く
阶
加
し
て
ゐ
る
。

一
般
に
經
濟
的
な
發
展
に
件
つ
て
、
商
業
敗
励
の
脆
圍
絮
大
す
る
こ
と
は
當
然
で
あ
る
が
，、
大

E
九
年
以
後
に
於
け
る 

吾

國

の

襲

合

の

锻

加

ル

、
商

議S

M'
濟
•的
必
然
性
以
上
'に
' 
一
部
分
は
生
議
か
ら
排
除
さ
れ
、
或
は
乱
め
出
さ
れ
た
人
口
の
生
き 

る
道
e
も
あ
つ
た
、
と
い
ふ
特
殊
の
事
情
を
含
ん
で
ゐ
る
。
更
.ら
に
，多
數
の
無
業
者
の
葚
は
必
ず
し
も
經
濟
的
繁
榮
上
.文
化
的
向
上
の
結
果 

で
あ
I

訊
り
はV

へ
な
い
。
ま
た
農
村
人
口
は
年
々
都
市
へ
、
他
の
諸
產
業
へ
向
つ
て
流
出
し
て
行
く
#
r

l
一
時
的
、
或
は
永
久
的
出 

稼
ぎ
の
龄
態
に
於
い
て
-T

*

同
時
に
そ
の
内
の
幾
分
か
は
絕
へ
ず
農
村
へ
還
流
し
つ
、
あ
る
。
其

處

で

管

に

指

摘

し

て

置

い

た

言

に

政 

'»;
の
吳
わ
調
査」

备

果

、'炱

爸

，ま
だ
昭
和
四
年
以
後
の
失
業
人
ロ
椎
隹
に
^

妥

見

乃
至
四
十
薇

に

し
か
見
積
'
^れ
て
は
ゐ
な
.い
が
、
事
實
就
職
叹
好
機
會
が
あ
る
な』

ば
、
何
時
で
も
其
處
に
赴
..
5

>と
し
てゐ
る
入
は
が
、
こ
れ 

:

.

|
、
以
上
I

う
に
f

麗

人
I

に
、
農
村
合
のP

、

ま
■

に

譲
^

人
i

に
、
更
I

f

て
ゐ
た
，

之

い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

で

あ

ら

う

'

:

.

、

 

こ
.の
や
う
に
し
て
，
都
市
と
農
村
を
通
じ
て
の
過
剩
人
口
が
、
特
に
農
村
か
ら
都
沛
へ
の
人
ロ
流
|

通
じ
て
、
エ
榮
勞
働
，者
の
移
®
抑
银

-

吾
國
エ
、
鑛
業
勞
働
者
.の
勞
倒
移
■動
の
研
.究
、
 

: 

ニ
，五

(

九
浜
七)
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,

作
用
を
持
？

ゐ
た
こ
と
は、
' 到
底
西
定
じ
得
な
>

4こ
ろ
で
あ
る
。
尙
ゆ
私
汍
此
處
に
特
に
問
亂
七
し
な
か
、つ
た
け
れ
ど
も
、
，
朝
_
人
勞
働 

者
の
內
地
へ
■の
備
入
.と
、
そ

ひ

低

顏

に
’依
る

內

地

養

働

者

へ

、
の

.抑
鼯
と
は
、
ま
た
一
つ0.
蒼

せ

な

い
1
實
で
あ
る
0
鮮
人
の
内
地
渡
来
は 

:

.^
大

戰

時

，か

ら

多

少

宛

^>
し
、
大
戰
後
に
至
つ
；て.そ
の
傾
亂
を
益
.々
^.
大
し
て
ゐ
る
0 

- 

'

.

以
上
の
や
う
な
勞
働
市
楚
に
關
聯
，す
ろ
.̂

問
，題
は
、素

，ょ
り
實
證,̂
.l
c

詳
論
せ
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し.い.
の
で
あ
る
が
、
先
き
に
も
述
べ
ヒ 

や
う
に
、
と
の
こ
と-に
就
い
て
ホ
何&

の
锱
會
に̂

論
す
る
こ
と
乂
し
た-
い
。

/ 

- 

.

(

戟
七〕

此
處
で
I

1

言
鋈
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な> 
こ
'と
が
あ
る
。
、即
ち
、
-移
動
率
ひ
大
を
經
營
の
規
模
の
大
小
に
依
っ
そ
多
少
異
な 

る
W
J

と
-
a

旣
に
注
同
せ
ら
れて
ゐ
る
，
と

こ

ろ

で

あ

る

O

 

—

例
へ
ば
、
*フ
4
ッ
セ
ン
•デ
ン
及
び
プ
ラv

ケ
ル
の
如
き
ば
そ
の
研
究
に
冷
、
-て
、 

■、移
励
率
は
大
|

營
規
樹
の
±-
.な
る
に
從
つ
て
少
と
な
る
と
，い
、つ
て
ゐ
る
が
、
彼
等
の
研
究
は
千
人
以
卞
の
工
場
と
、
千
人
か
ら
瓦
千
：

<

の
じ 

場

及

び

苹

人

以

上

のh

場
のin
群
に
就
yい
て

の

芻
2

つ
て
、
こ
の
や
う
な
研
究
に
基
づ
く
見
解
が
、
吾
々
の
場
、合
に
直
ち
に
採
祖
し
得 

，な
い
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
Q
a.
s
s
e
w
cu
e
n and Frankel, Labor Turnover in Industry, pp. 5

4
-
5
6
0
L

か
し
：

一

一
般
こ
こ
© 

や
う
な
1

が

醤

艺

と

は

い

ふ

ま
I

な
い
。
き

ろ

が

私

が

屋

、.第
四
及
I

s
に

示

し

た

移

議

杳

の

隱
S
.ず
し
も一

m

 

し
て
ゐ
る
譯
け
で
は
な
い
冷
昭
羽
ゼ
年
版-

「
务
働
滿
計
讓
し
に
從
へ
ば
、.工
場
勞
働
者
の
I
變

び

雇

入

麗

，

(

大
取
十
一
一
年
五
月

4

後
の 

.も
の〕

は

場

象

W
工

場

，中

紫

時

五

十

人

以

上

を

使

W
す
る
工
場
に
付
調
查
し
た.

fの
な
りc

伍
し
昭
和
五
年
三
月
以
前
の
分
ば
神
奈 

”

山
形
*

陳
山

、熊
本
、
宮
崎
作
縣
に
限
り
パ

H

場
法
^ '

务
令
；部
に
付
調
查
ぜ
り
ご
尙
ほ1解

履

に

皆

患

志

に

,

く
辭職

を含 

む
も
死
亡
及

人

營を
含

ま

ず

.
，

と
い
は
れ
て
居
る
。風

ら

に；^

間
の
鑛
3
勞

働S

調
整
に
就
い
.て
は
-
―

和
五
年
九
月
以
前
は
常S

龙 

.
十
人
以
上
を
使
用
す
る
鑛
山
に
忖-
賢
十
月
以

降

は
•常
論
夫
五
十
入
以
上
を
使
用
す
る
鑛

3

に
付
■

せ
り
，
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
旣

に• 

こ
の
や
う
S

I
間
の
興
な
る
も
の
を
、
無
差
別
に
硏
究
對
象
と
す
る
こ
と
は
素
ょ
り
不
適
當
で

t

。
從
つ
‘て
吾
>
の
場
合
に
は
五
十
、 

以
下
©
小
工
場
、
或
は
小
鑛

3

•更
ら
にH

場
法
の
適
⑴
せ
ら
れ
な
や
故
小
エ
場
に
於
け
る
移
動
率
の
硏
统
が
詳
韻
に
行
は
れ
得
る
と
す
れ
ぱ
、

!rX'

,

或
は
木
節
に
於
け
る
叙
述
も
こ
れ
に
依
つ
て
多
少
の
浦
疋
を
受
け
ね
ば
な
ち
な
く
众
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
點
に
就

\
て

-^
充

分

の 

g

究
资
料
も
な
い
の^.
幾
分
不
滿
.の
點
は
あ
る
に
し
て
も
現
在
の
吾
々
に
取~つ
飞
は
ハ
，
こ
れ
も
北
む
を'#
な
い
こ
と
で
あ
るo 

.
‘そ
れ
ば
別
と
し
て''
私
が
此
處
に.H

齋
勞
働
者
の
移
動
率
の
最
低
限
を
問
題
と
，し
'た
が
'
そ
’れ
は
右
の
調
査
龅
圃
か
ら
い
つ
て
、
大
體
五
十 

.

人

以

下

の小
工

場

を除
く
、
大
、
中
工
場
に
關
す
る
勞
働
者
の.移
動
に
關
す
る
，も
の
で
あ
る
と
見
る
方
が
、
適
尊
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。

.

_ 

(
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'

.

.

.
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■

.

H 

• 

■

.

前
節
に
於
い
て
、
私
は
大
疋
九
年
以
後
の
エ
，
鑛
業
勞
働
者
の
.移
動
率
の
變
化
傾
问
に
就
い
て
、
尊

ら

.一
取
的
な
理
解
に
達
し
ょ
ろ

と
努
め
^

の
，で
あ
る
が
、.本
節
に
於
い
て
は|?
ら
に
こ
れ
に
關
聯
し
て
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勞
働
者
の
勤
續
肌
間
別
權
成
と
勞
働
移
動
の
關
懷
を
少
し
く
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^
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於
け
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拙
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中
に
も
指
摘
し
て
置
い
た
や
ぅ
.に(

註
ー)

移
動
勞
撕
者
中
の
大
部
/刀
の
も
の
は
/
ヶ
月
未
滿 

龙
は
一
-ヶ
¥

未
滿
‘の
短
期
亂
續
养
で
あ
.ふ
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
就
‘
い
.て
.更

ら

に

嚴

密

忙

い

へ

ば

、

移
動
努
攧
者
中
節
綺
期
間
を
異
に 

す
る
.者
の
占
め
る
刺
合
は
*

時
代
を
異
に
し
て
’多
少
の
'想

迪

’を

示

す

か

も

知

れ

な

い

o

-

1

こ

の
^ '
と
.に
就

い

て

は

.、
今

此

處

で

問
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.
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.あ
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於
け
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確
な
るM

般
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數

字
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の

、
で
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憾
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あ

る
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し
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そ
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大
贈
の
傾
防
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ば
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あ
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寧
ろ
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一
般
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向
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存
在
は
. ^

定
し
、得
ら
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い
た
ら
ぅ
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考
へ
ら
れ
るo
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し
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む
ろ
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理
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が
t%
，暫

ら

く

そ

れ
^'
論

外

•と

し

て-V
*般

的

，
に
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へ

ば

■

短

期
®

續

者

は
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•安

定

度_

^
職

業
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安

贫

性

と
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營

定

著

性

^
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較
的
に
小
さ
い
ど
見
ら
れ
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
そ
上
て
こ
の
就
業
安
定
度
の
低
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，
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業
务
働
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の
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も
の
、
內
に
、
所
謂「

渡
り
職H

」
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「

’渡
り
'ぎ
と
.稱
せ
.ら
队
る
も
の
.
が
含
ま
れ
セ
‘ゐ
る
.こ
•と
.は
い
ふ
ま
で
も
な
い
o

匕
'
の「

渡
り
職
工」 

を
含
め
て
'、

I'、

般
に
'短
期
、
特
fo
-
1
苹
以
下(

の
就
業
者
で
換
動
ず
る
者
が
、
、全
.移

動

勞

、働

者

の

過

半

數

を

占

め

て

ゐ

る

と

す

れ

ば

-
移 

i/
の
問
題
に
於
い
て

は

、
此
處
に
簞
點
が
置
か
れ
ね
ば
な
ら
.な
い
こ
と
.に
&

る
0
.し
，か
し
•こ
.の
.種
の
’
移
動
，者

も

嵌

業

界

の

好

况

如

何

に 

應

じ

て

、

相

當

に

そ

，の
移
動

‘に
影
響
^.
受
け
る
だ
ら
う
と
.は
、
容
易
に
想
像
..さ
れ
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
？
'さ

ぅ

す

る

と

，
吾

^
•
に
今

兩 

題
で
^

る
時
期
に
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こ
の
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の
‘移

動

者

が# -
動
率
の
、大
小
に
對
し
て
ど
，の
や
ぅ
な
影
響
を
與
へ
て
ゐ
た
だ
ら
ぅ
か
o
.
こ
れ
を
轨
る
の
.も 

確
か
に
一
つ
の
興
味
办
を
問
題
で
な
け
れ
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ち
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0

し
か
し
、
'
そ
れ
ば
本
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に
於
げ
'
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問
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づ
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營
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の
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於
け
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勞
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#

の
移
動
率
の
大
小
と
無
關
係
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お
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其
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前
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た
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ぅ
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大
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績
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岸
味
滿
の
短
期
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業
者
の
全
體
.の
內
に
.占
め
る
#
合
か
昭
和
五
年 

に
至
る•ま
で
、
次

漸

低

下

し

て

居

^
'
* 

,
特
に
±,

た
大
1£
.八
年
當
時
の
.も
'の
に
i t
較
す
れ
ば
、
そ
の
相
違
は
相
當
に
蕃
し
い
と
.
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つ
て
い
、
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太
芷
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の
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方
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滿
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就
業
者
の
一
九.
四
％
に
對
し
て
へ
大
正
十
三.
年
は
九
*
五
^
、..昭
和
ー
'
¥-
は.
八.
三
^
で
：あ
り
、
‘昭
和
五
年
に
は
そ
ル
が
五
，
.

.*

七 
>パ
と
遞
減
し
て
'居
'
次
蓝
八
年
と
昭
和
五
'年
に
於
け
る
そ
の
.差
は|

三
•七
^
で
れ
るo

從
つ
て
こ
の
兩
¥
に
於
.け
る
一
年
未
滿
の 

'短
期
就
業
者
の
全
體
中
に
^
め
る
割
合
れ
差
.は
三
三
'
•四
^
で
あ
^
そ
し
て
こ
の
，や
ぅ
に
大
き
“な
相
違
の
存
す
る
こ
と
-H、
ŝ
か
に
大
、
 

‘正
八
年
に
は
昭
‘和
五
年
に
較
べ
て
、
就
藥
安
定
废
の
低
>
勞
働
者
が
甚
だ
多
く
存
し
て
ゐ
た
こ
と
，を
意
味
す
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
こ
と
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か
ら
當
然
前
大
戰
時
中
の
移
動
率
の
大
で
あ
‘つ
た
^
と
が
、
容
易
に
想
像
さ
れ
得
'る
譯
け
で
あ.
る
9
し
か
し
大
正
八
年
>'
昭
和
五
年
の.

,
,.
移
動
率
把
就
い
て
見.
る
と
、
そ
れ
社
各
.々
五
六
炻
、
四
九
*
四
^
で
あ
づ
て
そ
の
差
は
僅
か
に
六
％
に
過
ぎ
.̂

ハ
？
其
處
1?
こ
の
兩
^
に 

、
，

於
け
る
エ
場
勞
働
者
の
勤
續
期
間
別_

成
の
差
と
そ
の
移
動
率
の
'差
ど
の
間
の
相
關
々
係
は
、
一
見
さ
程
大
き
く
な
い
や
ぅ
に
考
へ
ら
、
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充
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先
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に
も
述
べ
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置
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た
や
ぅ
に
.>
大
正
八
年
は
ぞ
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前
年
に
比
し
て
エ
業
努
働
者
十
萬
人
餘
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增
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し
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ゐ
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0
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し
て

>»
. 

!
. 

.-V. 

. 

. 

.

.

.

.

. 
く
...
'
. 

.

.

.

し
：

.

,

.

'

,

1,
.

:

:

'

…

.

：
：

.

.

.

'

.

.

.

:

.
- 

- 

V 

. 

r 

.

r 

r
-

、昭
和
五.
年
に
は
、
反
對
に
そ.
の
前
年
に
比
し
て
三
十
四
萬
人
餘
の
減
少
を
見V

ゐ
る
。
そ
し
て
と
の
や
ぅ
なs

業
不
振
に
依
る
勞
勸
者 

解
雇
の
內
に
，は
、
む
ろ
‘ん
可
な
り
多
く
の
短
期
就
業
#:
が
含
ま
れ
、て
ゐ
た-
次
見
て
い
、
で
あ
ら
ぅ
。
|

こ
の
意
味
で
は
、.
努
勁
者
0

就
業
期
間
別
，權
成
、
特
に
短
期
就
業
象
の
全
體.
中
に
占
め
る
割
ん
ロ
の
大
小
は
、
ま
た
確
か
に
糜
業
界
の.
好
況
と
不
況
と
を
反
映
せ
るJ 

昭
和
五
年
の
解
雇
勞
働
者
中
に
‘は
、
，事
業
不
振
に
依
る
不
要
解
雇
者
が
大
き
•な
部
分
を
占
め
て
ゐ
た
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
o'
と
I
に
對

し
て
、
，大
1£
八
年
こ
忒
ぞ
の
前
年
’に
於
け
る
歐
洲
大
戰
の
終
末
に
.依
る
影
響
を
受
け
て
"

一

部
は
時
•局
產
業
中
か
ら
勞
働
者
の
不
要
解
j 

雇
者
と
し
て
解
1

せ
ら
れ
る
も
の
、
多
少
.あ
つ
，
た

こ

と

は

否

定

し

: #
な
い
が
”

し
か
し
そ
れ
は
到
底
昭
和
五
年
.の
比
■で
は
な
く
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ま
た 

.大
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八
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部
に
私
の
や
う
な
事
實
が
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つ
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て
尙
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全
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し
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は
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國
，の
工
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界
に
は
相
當
の
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況
の
#
し
た
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と
，も
$

實
.で
あ
^

。
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て
：こ
灯
風
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於
け
.る
後
1|
1!

乘
.の
'差
が
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歡
令
外
觀
上
は
小
さ
く
と
^
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そ
の
解
雇
勞
働
者
中
の
自
發
的 

退
職
紫
の
.兩
年
に
於
け
ふ
割
合
の
相
違
に
就
い
て
は
、
事
實
‘相
當
に
大
き
.な
相
違
が
あ
つ
-
た

と

考

、
へ

る

べ

き

で

f

o

.
從
つ
て
少
く
と
• 

も
自
發
的
您
職
教
に
關
す
る
限
り
、
そ
、の
筆
は
六
^

以
士
に
遙
か
に
大
^

^

0
た
と
考
へ
て
い
、
で
‘あ
ら
5 -
。
そ
し
て
そ
の
自
發
的
退 

.
職
者
の
多
く
は
大
芷
八
年
に
は
、
特
に
一
年
以
下
の
、短
期
就
業
者
に
多
か
.つ

た

ら

う̂

想
像
さ
れ
得
る
。
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.

か
く
て
大
£

八
年
と
昭
和
五
年
の
比
較
に
、於
；い
て
も
？
勞
働
者
の
就
業
期
亂
別
構
成
め
如
何
が
勞
働
者
の
就
篥
安
定
度
の
一
つ
の
指 
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の
發
坐
が
'短
期
就
業
者
間
に
比
.較
的
に
多
’い
と
‘い
ふ
事
實
が
確
認
せ
ら
れ
得
.る
と
オ
れ
ば
、•災
害
及
び
疾
病
に
蕋
づ
く
死
亡
乾
と
退
職 

者
t

亦
比
處
に
附
加
的
に
考
隞
せ
ら
れ
て
い〜

.匕
と
は
む
ろ
ん
で
あ
る
。
し
.か
し
と
の
點
に
就
い
て
は
、
I

何
れ
後
の
機
會
に
詳
論
. 

し
た
い
と
考
•へ
，
て

ゐ

る1

を
通
じ
て
、
_

率
の
大
小
、と
重
要
な
關
聯
を
持
つ
て
ゐ
る
と
い
つ
て
い〜

で
あ
ら
、う
。
こ
の
や
う
な
意 

味
.に
於
W '

て
、

一
般
に
勞
働
者
の
就
業
期
間
別
樺
成
の
如
何
は
、
’特
に
此
較
的
短
期
就
業
者
の
占
め
る
割
合
の
大
小
は
移
動
率
の
大
小
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先
づ
勞
働
者
の
就
業
期
間別

！！

成
の
形
態
に
就
い
て
見
る
と
、
大
正
八
年
の
冬
の
^

、
■大
正
十
三
年
及
び
昭
和
ニ
年
の
も
の
も
、
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に
勤
續
期
間
の
長
い
勞
働
者
が
漸
次
小
數
と
な
‘り
っ
-
^あ
‘る
こ
と
を
示
し
て
届
り
、
そ
し
て
こ
、れ
が
齊
通
の
‘，

1

般
的
な
形
態
で
あ
る
と

い
っ
て
W 

X
。
唯
だ
昭
和
五
年
だ
け
が
一
年
未
滿
の
就
業
者
數
が，

一
年
以
上
：

n

年
未
滿
，の
.者
の
數
に
及
ば
な
い
と
い
ふ
例
外
的
形
態
支
.

.
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示

し

て

，ゐ

る
:0
そ
し
て
こ
の
.こ
と
は
、
第
八
表
に
於
け
る
鑛
山
勞
働
者
の
場
合
に
も
、
全
* く
_同
樣
'で
あ
る
。
昭
和
五
年
が
か
く
の
如
き

.
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例

外

的

形

臌

を

牵
^

て̂
.

る

钤

は

分

烟

和

四

年

秋

迄

始

ま

^

尨
^

界
激
慌
0

影
響
に
依
豪
業
不
振
^

の

手

控

‘
へ

•

に
主
と
し■て
據
る
、
こ
と
は
，明

か

で

あ

る

が

、

ま

た

一

.部
分
不
要
解
雇
者
の
多
か
っ
た
こ
と
に
も
據
る
S

ニ)

。

其
處
ー
で
匕
の 

例
外
的
な
形
態
’を
暫
ら
く
問
題
■外
と
し
て
、
先
づ
一
般
的
な
形
態
と
思
は
れ
る
も
の
•に
就
い
て
考
へ
て
見
る
•と

、

此

處

.、
に

第

二

圖

に

於 

•
け
る
や
う
な
三
っ
の
胗
態
於
區
別
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
、、
そ
の
第一

(

A

線)

は
大
正
八
年
の
'工

場

勞

働

者

に

關

す

る

も

の

•で 

あ
り
、
第
二
の
も
の(

B

線〕

は
‘昭
和
ニ
年
の
工
場
勞
働
者
に
關
す
る
名
の
で
あ
り
、
そ
し
て
货
三(

0

線)

は
昭
和
ニ
年
の
鑛
山
勞
働
者 

に
就
い
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
.る
？
こ
の
內
_ん
線
は
短
期
勤
續
者
が
甚
だ
多
數
で
あ
る
ど
ど
ろ
•
の
、
曲
線
の
前
半
が
急
降
下
の
.形
態
：を 

持
っ
て
居
り
、
B

線
は
誠
に
典
型
的
な
■緩
か
な
下
向
傾
向
を
示
し
て
居
り
、
C

線
は
中
敝
停
滯
的
な
形
態
"

い
，ひ
.擻
へ
れ
•は
、.一

牢
以 

上
八
年
未
滿
勤
織
者
に
至
る
免
で
は
至
極
猨
か
に
下
向
し
て
ゐ
る
が
、
.
八

年

以

上

十

一

年

未

滿

勤

續

者

に

至

る

ま

.で

は

寧

ろ

幾

分

か

上 

昇
し
て
ゐ
る
。
其
處
で
私
は
假
り
に
A

線
を
急
降
下
線
、
5

線
を
綾
下
向
線
、
€

線
克
中
間
停
滯
線
と
呼
ぶ
.こ
：と
'

す
る
0
-

さ
て
こ
_
の
や
う
な
勞
働
者
.の
勤
續
期
間
別
構
成
に
關
す
る
三
っ
.の
形
態
土
勞
働
移
動
と
の
關
' «

を
考
へ
て
見
.る
の
が
、
私
に
と
っ
て
. 

の
，問

題

で

あ
-る
。
第

一

に
、
先
き
に
尨
見
た
や
う
に
-

A
線
の
や
う
な
最
初
：に
急
降
下
の
部
分
を
持
っ
急
降
下
線
の
形
態
は
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，<
れ

て

い

へ

ば
1

大

體一

年

以

上

Q

勤

響

は

至

顧

安

资

的

で

あ

っ

て

' 

そ

の

年

々
G

移

®

率

を

大

き

く

衣

右

t

た
も
の
は
一
年
未
滿
の
短
期

.就
業
客
中Q

極
小
數
f

の
急
速
な
移
動
で
あ
っ
た
と
考
ペ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
？

れS

.ろ

沈

滞

的

經

濟

狀

態

の

忑

於

け

今

：f

鋥

S

ベ

た

言

にI

合

Q
.

潜

在

的I

の
下
に
‘
於

け•
る-—

右
の
小
數
者
を
除
い
た一

現̂
業
勞
働
者
の
大
部
分
Iの
も
の
：

就

業

安

定

度

の

書

っ

.
た
と.
と
，の

赛

的

、
蠢
的
表
現
で 

あ
つ
た
と
解
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
0,
、
 

'

尙
ほ
右
の
一
セ
2

い
‘ふ
理
論
的
限
度.
以
上
に
、
，f

力
の
需
要
が
增
大
し
た
る
敬
合
に
は
む
ろ
ん
で
あ
る
が
•

そ
れ
程
で
な
く
と 

も

.前

大

戰

時

に

於

け

る

言

に

、
一

割

罌Q

勞
働
者
數Q

.

增
加
が
實
現
せ
ら
れ
る
場
合
に.
は
.、
い
ふ
ま
で.

な̂
く
I

は
A
遍
の 

や
う
な
急
降
下
線
に
漸
次
近
ク
か
ざ
る
を
得
な
W
。
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
、
軍
に
一.
年

未

滿

の

、短

期

就

業

者

許

り

で

は

な

く

、
\
秦

 

就
い
て
た
ば
、
四
年
以
下
の
就
業
者
の
移
動
率
も
亦
相
當
に
自
立
っ
て
来
る
4

へ•
ら

变

。
そ
れ
故
に
短
期
鄱
に
B
線
が
A
線
に 

近

く

や

う

な

狀

態

が

現

は

れ

.る

場

合

に

は

、
.
響

の

範

圍

に

ま

で

勞

働

者

の

就

業

安

定

度

を

動

I

し
め.
る

に

革

る

の

螽

に
I

で 

あ
る
。
f

の
大
戰
中
に
職H

S

引
I

I

旣
に
注
目
f

れ
、
今
囘q

支
那
事
變
の
開
始
と
共
に
、同
様
の
問
題
が
§

表
面
に
持 

ち
出
さ
れ
た
の
も-
A
線
の.
や
う
I

f

 I

t

て
、f

の
容
易
に
う
な
づ
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

空

の

f

泰

合

に

は

、 

長
期
勤
續
者—

少

く

と

為

、
五
年
勤
績
者
位
に
，至.
る

ま

で

.の

も

の
—

S
就
業
安
文
度
に
、多
少
の
動
搖
を
篆
る
と
同
時
^ '
:

-
短

財
就
ン
者
の
，̂

 

と
は
勿
論
で
.あ
つ
て
.
從
つ
.て
當
然
移
動
_

は
著
し
く
大
.と
な
ら
ざ
.る
:5
:

-#

な
：い
0 

••
'

ま

た
-1
1
:線

於

そ

，
の
ま

 

>
で
あ
つ̂
:

、
勞
働
者
數
が
減
ず
る
場
合
に
は
如‘何
，な
る
事
態
が
生
ず
る
か
。
こ
の
場
合
の
問
題
は
至
、極
單
純
.で 

あ
る
。
先
づ
こ
の
や
う
な
場
合•に
は
、
む
ろ
ん
一
年
以
下
の
短
麗
續
者
の
，働
^

^

相
當
.に
押
べ
'
:る
と
>

^

な
る
上
考
.

0

れ
.备
％
で 

、

あ

つ

て

、
，
芳

し

さ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ•の
場
合
の
移
動
率
は
不
要
解
雇
者
と
し.て
、
排
除
せ
ら
れ
た
も
の
、即
ち
、
減
‘少
せ
.る
：勞 

働
^

に
依
づ
て
そQ

た
部
分
を
占
め
ら
れ
る
こ̂

、
方
る
。
ぃ
ひ
換
へ
れ
ば
、•
そ
の
後
動
摩
の
大
小
は
發
働
者
數
の
減
少
の
度
に
林
肱
.
. 

,

ず
る
と
い
つ
て
い
、
。
そ
し
て
ヒ
の
■や
う
な
場
合
は
、
實
際
に牯
不
況
そ
の
他
の
特
別.の
理
J-
1

-

-

T天
災
、.
.戰
#

等
1

に
基
、つ
く
多
. 

數
.の
經
營
の
漱
滅
に
依
つ^.
幾
分
か
現
は
れ
て
來
る
と
考

〈

ら
れ
る
。
し
か
し
普
通
に
は
-
' 
こ
の

や

う^-
理

論

的

な

場

合

は

先

つ

存 

し
な
い
と
い
つ
て
い'
。
ff
i

單
に
.い
.へ
ば
、
實
際
に
存
す
る
も
の
は
、B
線
が
リ
線
吖
や
う
な̂

態
に
近
づ
く
こ
と
で
あ^^
パ
即
ち
、

一'
■

場

德

勤

警

灌

較

補

齒

康

：氣

1:
_

1

-»

顏
劊

'1
;

驗

1

谓

雪

'

し
て
询
沐
さ
れ
て
了
ふ
，
.0
從
つ
，て
こ
の
場
合
の
移
動
率
も
亦
不
要
解
雇
者
*
に
依
つ
て
、

そ
の
多
く
を
占
め
ら
れ
名
こ
と
、
な
る
。
そ 

,し
て
•場
八
：：
に

依

つ

て

は

、
昭

.和
五
年
の
工
場
勞
働
者
•の
’例
に
見
ら
れ
る
や
う
に
、
一
年
以
下~

：

或
、は
‘時
に
一I

年
以
下―

~

の
も
の
、
割 

合
が
、
.二
平
以
上
の
'も
の
、
.割
合
ょ
り
も
下
に
あ
^

と
v>
ふ
や
う
な
形
態
が
、
.現

は

れ

る

と

，見

ら

れ

る

。

し

か

し

こ

の

や

う

.な

形

態

拟 

寧
ろ
•一
、
ニ
年
間
の
短
期
的
現
象
' で
あ
つ
て
、
勞
働
箭
數
の
減
沙
が
常
態
的
な
も
^

と
^

て

し

ヵ

も
- ^

年
閲
9
.き
恝
>
て
行
は
れ
て 

1

了
べ
•と

、
妙
？
周

は
C

線

に

近v>
も
の
：
が

現

は

れ

V

來
る
.と
見
ら
.れ
る
で
あ
ら
う
。
事
實
、
嚴
山
勞
働
者
の
沏
賴
年
歡
方
骨
成
ヵ
0

弒
の 

卜

ヶ

な

辟

滯

，的

形

歡

を

仅

o '

て
ゐ
る
の
は
、
む
ろ
ん
他
に
も
色
々
理
出
ゆ
あ
る
匕
と
で
は
あ
る
.が
、
.
前
大
戰
後ic,

き
管
そ
の
發a

.

者

S

H

.

.
鑛
S

働
.教
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勞

傲

移
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硏
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囊
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s

v

r
楚

^

^

^

^

^
冷

费

難

壤

獎

產

で

^

^

^

翳
に
素
梟

r
 

こ
I

り
I

脊
^

^

4

1

が

濟

象

紙

書

i

者

f

备
$

#

f

o
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S介
e

l

樂

蛍
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规
處
界
释
髮
务
摄
婦

^

^

^

^

W

裊

裳

麦

满

彥

_
养
康
样
襄
峯

繁

馨

违

も

®

ベ
f

た

袭

は

”
如

何

责

る

濤

が

费

玄

衮

缝

ら

菜

を

考

へ

靈

た

笔

思

ち

象

し

銎

で

样

特
別
の
事
K

i

暴
け
兮
は
救
.

^

, 

5
未
滿
办
I

.

£1

_
1年
未
滿
の
1

^

1

の
差
^

^

I

そ
：i

f

 

^ -
^

^
* !

る
^2

^

^-
デ
の
鑛
夫
智
非
常
'に
大
き
i
な
^

飯
速
麼
ど
持
つ
丨
ょ
か
ル

^

-^
い
。S
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處
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實

際

贤
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很

篇

八

霞

考

も

观

潘

濃

.狀
激
<̂

谏
发
激
？
議
を
保
持
し
續
け
て
來
て
ゐ
る
し
力

1

昭
和
一
一
^

.
■
霖

滌

働

燦

繁

冻•」

#
爷

寒

S
词
年
K
於
け
名
亦
要
解
_

セ^
微
啗
れ
る
も
め
は
僅
か
に
〇
•
ハ
で
ぁ
る1
過
ぎ
な
い
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,

,

か
く
て
工
場
勞
働
者
の
場
合
に
も
亦
鑛
山
勞
働
者
の
場
合
に
\

前
'大
；戰
後
の
經
濟
的
沈
滯
期
に
於
い
て
尙
ほ
、

一
年
以
下
の
短K

 

'
節
緖
者
中
に
ぞ
のJ

部
分
と
丄
て
、
頗
る
就
業
安
定
度
を
缺
い
て
ゐ
る
勞
働
者
の
あ
つ
た
こ
と
が
、實
際
に
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
いO

 

そ
し
て
娘
等
の
#

在
に
依
つ
て
移
.動
率
が
可
%

り
大
き
く
^
右
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
も
亦
同
時
に
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
ぅo

尙 

ほ
序
-に
此
處
で
確
認
し
て
置
い
.て
’
い
、
こ
と
は
、
こ
'の

移

動

速

度

の

大

な

る

就

業

一

年

以

.下

の

も

の

、
平

均

勤

續

期

間

が

、

大

體

i
 

出
成
は
半
月
で
あ
る
と
見
て
い
、
7

と
で
あ
る
パ
そ
し
て
こ
れ
は
エ
場
勞
働
者
の
場
合
に
も
、
ま
た
鑛
山
勞
働
者
の
場
合
に
も
.
3

で
一.

.'
,
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... 

- ... 
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上
 

.

.
パ

あ
る
。
從
.つ

て

吾

々

は

こ

の

ニ

週

間

或

.は

泮

月

を

双

つ

て

、
‘

吾

國

に

於

け.る

エ

、

鑛

業

勞

働

者

の

移

動

速

度

の

大

小

を

测

.定

す

る

場

合 

の
、
最
低
基
準
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
と
見
放
し
'
,場
る
で
あ
ら
ぅo
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私
は
1[
{

處

に

鑛

山

^

勸

者

の

移

動

者

中

’

そ
の
鍵
期
糊
め
セ
れ
だ
け
の
も
の
が
、
ど
の
位
の
割
合
を
占
め
て
ゐ
た
か
.に
0
^
y
る
部

■ 

.

.

.

.

.

.
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分
.的
な
統
計
で
は
あ
る
が
、
參
考
の
た
必
に
次
ぎ
杧
こ
れ
を
示
す
こ
.と
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を
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を
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範
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れ
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、
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.て
現
實
の
移
動
率
に
關
聯
し
て
ど
れ
を
考
'へ
て
見
る
と
.
、
.問
題
：は
次
ぎ
，の
€
ぅ
に
後
る
0
.丁
；場
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'働
菩
の
內
购
く
.短
期
就
業
者
中
：の
移
動
速
度
の
甚
だ
大
故
る
も
の
が
.十
敗
し
て
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1
中
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.^
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か
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^
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.く
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す
る
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憾
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總
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業
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^
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爆

齋

働

者

の

，場

合

.ょ

.り
は
、
移
動
事
猜
比
單
純
で
あ
つ
セ
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先
づ
鑛
夫
全
«
 

の
移
動
率
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'
灰
き
<"
左
右
^
石
も
の
，
は

舆

鑛

夫

の

後

動

で

^
り
、
短
期
’就
黄
^
中
の
移
動
速
度
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大
な
る
も
の
が
主
と
ん
て
與
鑛
夫
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内
に
あ
る
と
考
へ
て
V-
V
。
蓋
レ
女
鑛
夫
の
多
く
の
も
の
は
夫
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稼
ぎ
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あ
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と
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»
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多
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鑛
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れ
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從
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；
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と
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1
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短
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就
業
安
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ょ
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っ
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ぐ
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道
か
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デ
荧
坑
に
於
げ
る
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族
持
男
鑛
夫
の
平
均
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間
は
ー1
十
丸
ケ
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..象
族
持
女
鑛
夫
す
ら
も
十
八
ヶ
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で
あ
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の
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し.
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*
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の
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月
移
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を
通
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最
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で
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ひ
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し
か
も
他
の
月
に
此
し
て
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相
當
.，の
高
率
を
示
し
.て
ゐ
る
々
從
つ
'て
そ
^ -

ば
ま
た
苹
移
動
率
に
.對
し
^

も
、
相
當
队
影
響
を
持
つ
そ
ゐ
る
こ
.と
：に
な
る
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し
か
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と
の
年
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■
月
移
動
率
の
書
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し
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業
に
於
け
る
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エ
が
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1
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ゅ
屌
傭
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を
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へ
て
、
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月
を
迎
べ
る
た
め
に
家
鄕
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歸
る
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に
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的
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取
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